
 

 概要 

OnBase COLD/ERM 11.0は、業務アプリケーションからデータを取り出して完全にインデックスし、広くアクセス可能なレポートやドキュメン

トに変換します。これらのドキュメントは権限を与えられたユーザーであれば直ちに表示することができます。また複数のユーザーが同時にドキ

ュメントを表示することも可能です。 COLD/ERM 11.0を使用すると、データ分析を行う担当者は、かつてのようにIT部門に依頼して複数のレガ

シーシステムから作成・配布するレポートの完成を待つ必要がありません。レポートは、次の日の業務に使用できるよう夜間自動的に作成され、

さらにワークフローを開始することも可能なため、既存のレガシーシステムの利用価値を拡大できます。また、OnBaseオーバーレイを適用する

と、売掛残高表や請求書といった資料のデータストリームをユーザーが通常使用する外見で表示できます。オーバーレイは、リアルタイムのトラ

ンザクションデータに画像を重ねることでユーザーの利用性を高めるだけでなく、ドキュメントのＥメール、ファックス、印刷といった作業に即

対応できる状態にするため、業務をより迅速に進行させることができます。 

 主なメリット 

 紙に印刷したレポートの配布を排除し、即時にレポートへの電子アクセスを提供 

 レポートに含まれている情報をキーワードやテキストによって迅速に検索 

 ユーザーの必要に応じ、長いレポートを小さなセクションに分割した上で個々のセクションにセキュアにアクセス可能 

 紛失したドキュメントの検索、またはアプリケーションやメインフレームによるレポートの作り直しにかかる時間を節約 

 紙書類の処理を排除することで、印刷代、送付代、および保管コストを削減 

 AFP (IBM)、DJDE  (Xerox) またはPCL  (HP)などの既存の印刷ストリームを利用し、既存の投資を有効活用 

 アプリケーションの利用価値 

 データ分析担当者： 従来、データ分析担当はメインフレームから作成するレポートの印刷をIT部門に依頼し、分厚い紙の報告書を受け取って

いました。数十センチの厚さの報告書に含まれている情報を効率良く 検索することは、ほぼ不可能と言えます。COLD/ERM 11.0を使用する

と、レポートが電子的に作成されるため、データ分析担当は即時に情報にアクセスできます。 

  IT担当者： 特殊なレポート印刷には、ページが適切に印刷される事を確認するための印刷テストや、用紙の交換、長いレポートの印刷が完了

するまでの待ち時間などかなりの労力を必要とします。COLD/ERM 11.0を使用すると、IT担当者がこれらのドキュメントを実際に印刷した

り、大量の印刷用紙を保管したりする必要が無くなります。 

 設備： 紙書類で業務を行う場合、大量のレポートを保管するためにオフィスや倉庫のスペースを設計する必要があります。一方、電子的に作

成されたレポートを格納する場合は、担当者がコンピュータにアクセスするだけで情報を入手することができ、実際の保管スペースを必要とし

ません。 

 売掛担当者： 売掛担当者は、テキストストリームではなく実際の請求書に見える請求データを引き出し、ワンクリックでお客様へ請求書の不

一致に関してEメールし、受注から入金までのサイクルを短縮してキャッシュフローを向上させることができます。  

 デザイン 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

1. OnBase  COLD/ERM 11.0は、業務アプリケーションから生成されたテキスト、PDFまたは印刷ストリームを自動的にインポートします。 

2.  ファイルは、OnBase内で個々のドキュメントとして解析され、ドキュメントタイプを割り当てられてデータストリームのコンテンツに基づき

自動的にインデックスされます。その一方でオリジナルのファイルは、元の状態で１つのファイルとしてディスクグループに残されます、 

3.  イメージオーバーレイでテキストドキュメントをさらに読みやすく外観を整えることができます。（上記イラスト③参照）オーバーレイ適用後
に表示、印刷、ファックス送信が可能です。（上記イラストa、b、c参照） 
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 主な特徴 

 視覚的な設定ツールにより、ロバストなプロセスを容易かつ迅速にセットアップ 

  ドキュメントがシステムに取り込まれると同時に自動的に解析、分類、インデックス 

 レポートに含まれるキーワードまたはテキストに基づき自動的にクロスリファレンスを作成 

 表示、印刷、ファックス用のオーバーレイをレポートに適用し、テキストデータにグラフィックな表示レイヤーを追加 

 テキストレポートのデータからオートフィルキーワードセッﾄを作成・保存し、その後の関連文書のインデックスを自動化 

  インポート時にオートフィルキーワードセットを拡張し、1次キーワード値を入力するだけで完全なインデックスを作成 

 マルチスレッド技術を採用したアドバンストCOLD/ERMで、より迅速にプロセスを処理 

 OnBaseスケジューラで設定した時間にドキュメントを自動的にOnBaseに格納しコミット   

 インターフェース 

 
グリーンバーでレンダリングしたCOLDドキュメント内で検索文字がハイライトされた例 
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テキスト形式のCOLDドキュメントの例 左のCOLDドキュメントにオーバーレイを適用した例


